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1.はじめに 有明海北岸低平地域における沿岸道路プロジェク

トの盛土材料として，有明海北岸域の港湾・漁業域および河川

域に体積している浮泥・底泥の有効利用を考えられている 1)．

また，浮泥・底泥は第 2種特定有害物質を自然含有している可

能性があることから，不溶化効果 2)をもつ酸化マグネシウム(以

後 MgO と称す)に着目し，この基礎的な特性を把握した後に固

化メカニズムを解明しようとしている．本報では，浮泥・底泥

に対する MgO を用いた安定処理土の土量変化率・一軸圧縮試

験・溶出試験の結果について述べる． 

2.実験概要 

(1) 試料土 実験に用いた佐賀市

本庄江河口の浮泥・底泥の物理化

学的性質を表－1に示す．安定材は

MgO，生石灰および高炉セメント

B 種の 3種類を用いた．それぞれ

の化学的成分を表―2に示す．以後

の実験では，試料土採取時の自然

含水比 181.7％に調整して行った． 

(2) 実験方法  
自然含水比に調整した試料土と安 
定材を十分に撹拌・混合し，タッピングして気泡除去し，φ50×100mm モールドに入れて質量を測定して，

まず土量変化率を算出した．土量変化率は(未処理土の体積＋固化材の体積)／(改良土の体積)と定義した．次

に，20℃恒温室内で湿潤養生後，一軸圧縮試験(JISA1216 法)を行った．また，配合直後(２時間後)と７日養生

後の改良土を用い，環境庁告示第 46 号に基づき鉛・六価クロム・ヒ素・フッ素・ホウ素の溶出試験を行った．  
3. 実験結果 図-3 にそれぞれの安定材を 50 お

よび 100kg/m3 添加した場合の土量変化率を示

す．生石灰では前者の添加量で 0.96，後者で 0.94
を示し，以下同様に高炉セメント B 種では

0.95・0.93，MgO は 1.21・1.25 を示した．生石

灰と高炉セメント B 種は添加量が増えるにつれ

て土量変化率が減少するのに対し，MgO の場合

は添加量が増えるにつれて増加する傾向が認め

られた．生石灰および高炉セメントＢ種は試料

土の水分と反応して生成された水和物 3)が改良

土の体積の減少に影響していると考えられる．

表―1 試料土の物理化学的性質
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図-1 試料土の採取場所および溶出結果
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図－3 土量変化率 

表―2 安定材の化学的成分 
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藤原ら 4)によれば，MgO 改良土はアルミン酸系マグネ 
シウム水和物が強度発現に関係していることがわかっ

ており，この水和物が体積膨張する性質をもたらすもの

ではないかと考えられる．  
図-4に，3日養生の安定材添加量と一軸圧縮強さの 

関係を示す．生石灰と高炉セメント B 種を比較すると，

50kg/m3では生石灰の一軸圧縮強さが大きいが，70kg/m3 

でほぼ同値に，100kg/m3で高炉セメント B 種の方が大 

きくなる．MgO の場合は他の安定材に比べて全体的に 

強度発現が小さく，100kg/m3で生石灰の 0.36 倍，高炉 

セメント B 種の 0.26 倍の値となった．これらのことか 

ら，MgO の添加のみで所定の強さが要求される場合は， 

生石灰や高炉セメントＢ種の 1.5～2 倍添加することにより強度発現を補うことができる． 

図-5,6 に改良直後および 7日養生後の安定材添加量と溶出量の結果を示す．また，未処理土の溶出結果を

グラフ内の赤線で併記している．鉛・ヒ素・フッ素・ホウ素に関しては，改良直後では全ての安定材で未処理

土の溶出量よりも小さかったが，7日養生後では未処理土の溶出量を超える値が得られたところもあった．ま

た，六価クロムについては，未処理土では検出されなかったのに対し，高炉セメント B 種のみ改良直後の溶

出量が添加量伴い増加したが，7日養生後には検出されなかった．今後，養生の経過に伴う溶出試験を継続し

ていく． 

4.まとめ 本研究で得られた知見を要約すると，次のとおりである．1)生石灰・高炉セメント B 種では土量

変化率が減少し，MgO は増加した．2)3 日養生の場合において，MgO における強度発現効果を石灰・高炉セ

メント B 種と同等にするには，1.5～2 倍の添加量を必要とする．3)ヒ素・ホウ素に関しては，改良直後およ

び7日養生後について MgO・生石灰・高炉セメント B 種全ての改良土で未処理土に比べて溶出量が低下した．

鉛・フッ素に関しては，一部の改良土で未処理土を超える溶出量となった．また，改良直後の高炉セメントＢ

種における六価クロムのみ，添加量の増加に伴い溶出量も増加する結果を得た． 
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※赤線は未処理土（初期値）を示す
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※赤線は未処理土（初期値）を示す

図-5 改良後 2時間の溶出結果 
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※赤線は未処理土（初期値）を示す
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※赤線は未処理土（初期値）を示す

図-6 7 日養生後の溶出結果 
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図-4 一軸圧縮強さと安定材添加量の関係
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